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館山湾沿岸における腸炎ビブリオの生態  
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等が注目され，これらの細菌による食中毒例も報告され  

ている。しかしながら，厚生省の統計によれば，依然と  

してⅤ沌rZopαrαゐαemOJッ昆cus（以下腸炎ビブリオ）  

による食中毒が細菌性食中毒の約50％と最も多く発生し，  

患者数も年間7，000～10，000人を数えている1・2）。   

このため，腸炎ビブリオによる食中毒の防止対策をい  

かに確立し，行政指導を行うかが食品衛生上つねに問題  

となっているところである。   

また，腸炎ビブリオ食中毒の原因食品として，例年バ  

カ員〃αCけαCん£乃e托SZsによる事例が報告されているが，  

本県はバカ貝の出荷県であり，その衛生面にも注意を払  

わなければならない立場にある。   

著者らはこのような観点から，より具体的な行政指導  

の資料を得るため，館山湾沿岸における海水，底質砂泥  

およびバカ員中の本菌の生態について調査を行ない，若  

干の知見を得たので報告する。  

It 調査方法  

（1）調査地点  

1985年7月から1986年6月まで，月1～3回，館山湾  

一ヽ  

至千  

○ミ  

○  
1EIFt：  

汐入川   

BICl  

一■l   

A－F：梅7k・底質砂泥採取場所  
（⊃：バカ員採取場所  

内2桟橋の6定点（図1）で潮位を考慮し，1日2回  

（午前と午後）海水と底質砂泥を採取した。バカ員は図  

1のE．F海域の水深0．3～1．5mの地点で毎回約100個を  

採取した。  

（2）腸炎ビブリオの分離と定量   

海水と底質砂泥は適宣希釈後，各5本の食塩ポリミキ  

シンブイヨン培地（10m2）で培養し，TCBS寒天培地に  

塗抹した。分離菌は耐塩性試験やズルシット，ラムノー  
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ス，サリシン等からの酉安産生試験を行なって腸炎ビブリ  

オを確認し，陽炎ビブリオの陽性試験管数から100mゼあ  

るいは100g当りのMPN値を求めた。   

バカ員ほ各個体を水洗後殻ごと食塩ポリミキシンブイ  

ヨン培地（100m2）で増菌し，TCBS寒天培地に塗抹，  

分離した。  

（3）神奈川現象   

バカ員から分離した腸炎ビブリオについてはKAP  

RPLA（デンカ生研）によって神奈川現象を調べた。  

＝ 結果  

冊 海水および底質砂泥中の陽炎ビブリオの季節的消長   

図2は海水と底質砂泥中の腸炎ビブリオの季節的消長  

を示したものである。調査期間中，採取定点および時間  

による腸炎ビブリオの菌数にはそれ程差が認められなかっ  

たので，図ではそれらの平均値で示した。   

その結果．海水中の腸炎ビブリオは調査を開始した夏  

季でも100個以下／100mgと少なく，水温が170c以下に低  

‾Fする12月から4月では100mど当り2個以下と非常に低  

値であった。  

図2 腸炎ビブリオの季節的消長  

低下するものの3～11％の貝から本菌が分離され，5月  

以降再び増加に転じた。  

（3）分離株の神奈川現象   

バカ員から分離された腸炎ビブリオ345株の神奈川現  

象はいづれも陰性であった。  

表1．バカ員中の腸炎ビブリオの検出状況  

検出数（％  検休数  腸炎ビブリオ   

75（35）  

53（53）  

76（76）  

20（33）  

32（32）  

10（10）   

3（3）  

7  212  

8  100  

9  100  

10  60  

11  100  

12  100  

1  100  

2  100  

3  154  

4  100  

5  100  

6  100  
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lV 考察  

海水あるいは底質砂泥中の陽炎ビブリオは，冬季には  

ほとんど検出されないものの水温の上昇と共に増加し，  

夏季には103／100mゼ．10ソ100gに達するといわれてい  

る31）。しかし，今回の調査では各調査月とも最高でも  

100個以下／100mゼ（g）という状況であった。このような  

検出状況が，調査地点の特徴なのかあるいは他に原因が  

あるのかについては，今後さらに調査を重ねていく必要   
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2。 次に，バカ員中の腸炎ビブリオの検出状況をみると，  
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ドロ いづれも神奈川現象は陰性であった。ただ年間を通して  

検出されており，特に8月9月は50％以上の員から本菌  

が分離されている。今回の調査では員中の腸炎ビブリオ  

の定量を行なっていないため，菌量についての資料はな  

いが．バカ員の市場入荷時の腸炎ビブリオの汚染菌量が  

最終商品まで持続するといわれている5）ことから，バカ  

員の出荷県である本県での衛生指導が非常に重要である。  

陽炎ビブリオの生態とバカ員についてみると，海水か  

らほとんど検出されない冬季でも3～11％のバカ員から  

腸炎ビブリオが分離されることが注目される。腸炎ビブ   

リオは冬季には海底土中で越冬する可能性が強いとされ  

ている6）が，今回の結果からみると，海底土と共にバカ  

且の中でも越冬する可能性があるものと推察された。  

今回の調査は，環境中の陽炎ビブリオの定量を行なう  

7 8 91011121 2 3 4 5 6調査月   

一方．底質砂泥中の陽炎ビブリオの菌数も100個以下  

／100gであったが，海水中と異なり冬季には100g当り  

数個から数十個検出される月があり若干ばらつきがみら  

れた。また，青から初夏における菌数も底質砂泥中に多  

い傾向が認められた。  

（2）バカ員中の陽炎ビブリオの検出状況   

バカ員中の陽炎ビ7Jリオの検出状況を表1に示す。7  

月から11月までは32～76％検出された。冬季に検出率は  

－57－   
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ことによって，バカ員中の当該菌の存在を推定し，食中  

毒予防の資料の一助にすることが目的の一つであった。  

しかし，一年間だけの調査ではまだ資料不足であり．両  

者の相関関係も明確にすることばできなかった。今後，  

魚介類による食中毒防止対等の確立のために，広範な，  

かつ長期間の調査を続けていく必要がある。  
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